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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期
第３四半期
累計期間

第67期
第３四半期
累計期間

第66期
第３四半期
会計期間

第67期
第３四半期
会計期間

第66期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 5,768,4876,232,6422,455,1482,908,27411,405,270

経常利益（千円） 38,672 129,092 291,115 318,907 705,565

四半期（当期）純利益（千円） 14,868 62,112 165,788 174,870 412,940

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 866,350 866,350 866,350

発行済株式総数（株） － － 5,205,0005,205,0005,205,000

純資産額（千円） － － 4,274,5334,631,3704,673,431

総資産額（千円） － － 7,606,7287,475,4787,993,033

１株当たり純資産額（円） － － 826.07 895.25 903.16

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
2.87 12.01 32.03 33.80 79.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 19.00

自己資本比率（％） － － 56.2 62.0 58.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
619,253 694,908 － － 831,968

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△63,846 △78,832 － － △72,409

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△88,804 △98,827 － － △89,872

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,194,8991,915,2311,397,982

従業員数（人） － － 267 260 263

　（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

            りません。

　　　　３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ　

　　　　　　いては記載しておりません。
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２【事業の内容】

　　当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な　

　変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　　当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 260     

　（注）従業員数は、就業人員によっております。なお、嘱託・契約社員（17名）は含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)事業別受注高・売上高・繰越高

　事業別受注高・売上高・繰越高を工事・製品等販売別に示すと、次のとおりであります。

区分

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 増減率（％）

前期繰越高

 電気防食 3,461,238 76.7 2,545,776 76.9 △26.4

工事 被覆防食 355,110 7.9 491,101 14.8 38.3

 塗装防食 24,600 0.5 21,200 0.6 △13.8

 小計 3,840,948 85.1 3,058,077 92.3 △20.4

製品等販売 671,956 14.9 254,944 7.7 △62.1

合計 4,512,905100.03,313,021100.0 △26.6

受注高

 電気防食 1,720,206 64.0 2,104,592 67.2 22.4

工事 被覆防食 361,072 13.5 495,220 15.8 37.2

 塗装防食 22,539 0.8 23,901 0.8 6.0

 小計 2,103,817 78.3 2,623,714 83.8 24.7

製品等販売 583,292 21.7 507,322 16.2 △13.0

合計 2,687,109100.03,131,036100.0 16.5

売上高

 電気防食 1,408,314 57.4 2,014,006 69.3 43.0

工事 被覆防食 321,236 13.1 507,430 17.4 58.0

 塗装防食 35,084 1.4 28,764 1.0 △18.0

 小計 1,764,635 71.9 2,550,201 87.7 44.5

製品等販売 690,513 28.1 358,072 12.3 △48.1

合計 2,455,148100.02,908,274100.0 18.5

繰越高

 電気防食 3,773,130 79.5 2,636,361 74.6 △30.1

工事 被覆防食 394,945 8.3 478,890 13.5 21.3

 塗装防食 12,055 0.3 16,336 0.5 35.5

 小計 4,180,131 88.1 3,131,589 88.6 △25.1

製品等販売 564,734 11.9 404,193 11.4 △28.4

合計 4,744,866100.03,535,783100.0 △25.5

　（注）　繰越高、受注高及び売上高には消費税等は含まれておりません。
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(2）工事部門における受注工事高及び施工高

①　当社の主要事業である工事部門の状況は次のとおりであります。

期別 部門
期首繰越
工事高
（千円）

期中受注
工事高
（千円）

計
（千円）

期中完成
工事高
（千円）

期末繰越工事高
期中施工
高
（千円）

手持工事
高
（千円）

うち施工高

（％） （千円）

前第３四半期累計期間

(自　平成20年４月１日

至　平成20年12月31日)

電気防食 1,417,6155,524,5126,942,1273,168,9963,773,13044.71,686,0684,560,916

被覆防食 43,7901,022,1141,065,904670,958394,94523.7 93,716760,216

塗装防食 19,132111,953131,085119,03012,055 57.0 6,873114,745

工事合計 1,480,5376,658,5798,139,1163,958,9854,180,13142.71,786,6585,435,878

当第３四半期累計期間

(自　平成21年４月１日

至　平成21年12月31日)

電気防食 1,292,8415,148,3996,441,2413,804,8792,636,36119.3507,9534,093,815

被覆防食 200,8001,375,0731,575,8731,096,982478,890 2.2 10,5431,033,531

塗装防食 12,59059,31371,90355,56616,336 14.4 2,36056,705

工事合計 1,506,2316,582,7858,089,0174,957,4273,131,58916.6520,8575,184,052

前事業年度

(自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日)

電気防食 1,417,6157,345,3758,762,9917,470,1491,292,84116.9219,0177,395,018

被覆防食 43,7901,192,9661,236,7561,035,956200,80036.8 73,9941,105,492

塗装防食 19,132128,823147,955135,36512,590 9.7 1,220125,428

工事合計 1,480,5378,667,16510,147,7038,641,4721,506,23119.5294,2318,625,939

　（注）１．前事業年度以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額に変更のあるものについては、当期受注工事高

にその増減高が含まれております。なお、請負金額には消費税等は含まれておりません。

２．期末繰越工事高の施工高は、支出金により手持工事高の施工高を推定したものであります。

３．期中施工高は（期中完成工事高＋期末繰越工事施工高－前期の期末繰越工事施工高）に一致しております。

 

　②　受注工事高

期別 部門
官公庁 民間 計

金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％）

前第３四半期会計期間

（自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日）

電気防食 1,048,914 61.0 671,291 39.0 1,720,206 100.0

被覆防食 242,830 67.3 118,242 32.7 361,072 100.0

塗装防食 7,560 33.5 14,979 66.5 22,539 100.0

計 1,299,305 61.8 804,512 38.2 2,103,817 100.0

当第３四半期会計期間

（自　平成21年10月１日

至　平成21年12月31日）

電気防食 1,444,987 68.7 659,604 31.3 2,104,592 100.0

被覆防食 353,628 71.4 141,592 28.6 495,220 100.0

塗装防食 20,850 87.2 3,051 12.8 23,901 100.0

計 1,819,466 69.3 804,247 30.7 2,623,714 100.0

　（注）１．金額は請負金額によっており、消費税等は含まれておりません。

２．官公庁の金額及び比率は建設会社、商社等民間を経由して官公庁から受注した物件も含めて表示しておりま

す。

３．受注工事のうち主なものは、次のとおりです。

 

　　　前第３四半期会計期間受注工事の内、請負金額上位２件

発注者 工事件名 完成予定年月

東京都
平成20年度中央防波堤外側処理場その２地区東側護岸補修工事

（その２）
 平成21年３月

 みらい建設工業株式会社 平成20年度青海コンテナふ頭(A2)桟橋補強・補修工事  平成21年３月
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　　　当第３四半期会計期間受注工事の内、請負金額上位２件

発注者 工事件名 完成予定年月

清水建設株式会社 官）清水港日の出岸桟橋２期  平成22年３月

洋林建設工業株式会社 一般国道437号橋りょう補修工事第１工区  平成23年１月

　

③　完成工事高にかかる季節的変動について

　当社の売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期会計期間に

集中していること、また、工事原価が第３四半期会計期間以降に多く発生する傾向があることにより、第１及び

第２四半期会計期間における売上高に比べ、第３及び第４四半期会計期間の売上高が多くなる傾向がありま

す。

 

④　完成工事高

期別 部門
官公庁 民間 計

金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％）

前第３四半期会計期間

（自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日）

電気防食 496,657 35.3 911,656 64.7 1,408,314 100.0

被覆防食 30,634 9.5 290,602 90.5 321,236 100.0

塗装防食 20,260 57.7 14,824 42.3 35,084 100.0

計 547,552 31.0 1,217,082 69.0 1,764,635 100.0

当第３四半期会計期間

（自　平成21年10月１日

至　平成21年12月31日）

電気防食 1,062,191 52.7 951,815 47.3 2,014,006 100.0

被覆防食 314,600 62.0 192,829 38.0 507,430 100.0

塗装防食 9,589 33.3 19,174 66.7 28,764 100.0

計 1,386,381 54.4 1,163,819 45.6 2,550,201 100.0

　（注）１．金額は請負金額によっており、消費税等は含まれておりません。

２．官公庁の金額及び比率は建設会社、商社等民間を経由して官公庁から受注した物件も含めて表示しておりま

す。

３．当社の一般的な工事の場合、受注から完工まで３ヶ月程度、着工から完工まで２ヶ月程度の期間を要してお

ります。

４．完成工事のうち主なものは、次のとおりです。

 

　　　前第３四半期会計期間完成工事の内、請負金額上位２件

発注者 工事件名

あおみ建設株式会社 日本金属工業㈱衣浦製造所桟橋補修工事

トヨタT&S建設株式会社 トヨタ自動車㈱田原工場桟橋被覆防食補修

　

　　　当第３四半期会計期間完成工事の内、請負金額上位２件

発注者 工事件名

東京都 平成21年度中央防波堤外側処理場その２地区東側護岸補修工事（その１）

株式会社環境総合テクノス LNG桟橋NBD有機ライニング補修工事

　

５．完成工事高総額に対する割合が100分の10以上の相手先はありません。
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⑤　手持工事高（平成21年12月31日現在）

部門
官公庁 民間 計

金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％） 金額（千円） 比率（％）

電気防食 1,897,069 72.0 739,292 28.0 2,636,361 100.0

被覆防食 351,171 73.3 127,719 26.7 478,890 100.0

塗装防食 11,260 68.9 5,076 31.1 16,336 100.0

計 2,259,501 72.2 872,087 27.8 3,131,589 100.0

　（注）１．金額は請負金額によっており、消費税等は含まれておりません。

２．官公庁の金額及び比率は建設会社、商社等民間を経由して官公庁から受注した物件も含めて表示しておりま

す。

３．当社の一般的な工事の場合、受注から完工まで３ヶ月程度、着工から完工まで２ヶ月程度の期間を要してお

ります。

 

　　　手持工事の内、請負金額上位２件

発注者 工事件名 完成予定年月

清水建設株式会社 官）清水港日の出岸桟橋２期  平成22年３月

大分県企業局 配水管路電気防食装置更新工事  平成23年３月

 

(3)生産実績

品目

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

数量
金額

数量
金額

電気防食
アルミニウム合金陽極（ＡＬＡＰ） トン 1,127 899

電極製品 千円 82,247 66,609

　（注）１．当社は埼玉県上尾市に所在する工場において、工事用材料を生産しております。

２．工事用材料については、当社請負工事として使用される場合と、外部に製品として販売される場合がありま

す。

３．アルミニウム合金陽極には外部に委託した重量（当第３四半期会計期間372トン、前第３四半期会計期間398

トン）が含まれております。また、この委託生産品の仕入価額は(4）商品等仕入実績に含まれております。

４．電極製品については種類が多岐にわたるため、標準原価による表示としております。

 

(4)商品等仕入実績

部門
前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

全事業部門　　　（千円） 316,063 469,637

　（注）１．仕入品目によっては、複数の部門に使用するため、部門別の集計はいたしておりません。

２．金額は、仕入価額によっており、生産に投入した額は除いております。

なお、消費税等は含まれておりません。

３．仕入品は製品等販売に供する仕入で、主に防食工事用副材料として使用しております。

 

２【事業等のリスク】

　　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社ナカボーテック(E00260)

四半期報告書

 7/26



３【経営上の重要な契約等】

　　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況　

　　当社の第３四半期会計期間における状況につきましては、公共事業費の漸減、民間設備投資の縮減が継続する中で、

受注競争の激化した厳しい事業環境でありました。

　　このような状況下、羽田空港再拡張事業向け製品等の製造販売を完了し、既存施設の防食補修工事と社会資本ス

トックの長寿命化計画の調査業務等を行い、需要の拡大に努めてまいりました。

　　この結果、受注高は前年同期に比べ、港湾・ＲＣ関連の増加により31億３千１百万円（前年同期比４億４千３百万

円増）となりました。受注高の内、工事受注高は26億２千３百万円（前年同期比５億１千９百万円増）となり、製品

等販売受注高は５億７百万円（前年同期比７千５百万円減）となりました。

　　工事受注高の内、防食区分別では、電気防食工事が21億４百万円（前年同期比３億８千４百万円増）、被覆防食工事

が４億９千５百万円（前年同期比１億３千４百万円増）、塗装防食工事が２千３百万円（前年同期比１百万円増）

となりました。　

　　売上高は当事業年度から適用した工事進行基準による売上高８億６千１百万円を加え、29億８百万円（前年同期比

４億５千３百万円増）となりました。売上高の内、工事売上高は25億５千万円（前年同期比７億８千５百万円増）

となり、製品等販売売上高は３億５千８百万円（前年同期比３億３千２百万円減）となりました。

　　工事売上高の内、防食区分別では、電気防食工事が20億１千４百万円（前年同期比６億５百万円増）、被覆防食工事

が５億７百万円（前年同期比１億８千６百万円増）、塗装防食工事が２千８百万円（前年同期比６百万円減）とな

りました。

　　この結果、受注残高は35億３千５百万円（前年同期比12億９百万円減）となりました。　

　　損益面につきましては、増収による増益に加え、原材料の有利購買、社内経費の節減、与信管理の強化を行い、経常利

益は３億１千８百万円（前年同期比２千７百万円増）となりました。また、特別損益及び法人税、住民税及び事業税

等控除後の四半期純利益は１億７千４百万円（前年同期比９百万円増）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　　当第３四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は第２四半期会計期間末に比べ３千１百

万円減少し、19億１千５百万円となりました。

　　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況と増減の要因は以下のとおりであります。　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動に使用した資金は６百万円（前年同期は１億８千３百万円の資金使用）となりました。資金の主な減少要

因は売上債権の増加10億１千８百万円、賞与引当金の減少１億１千万円であり、資金の主な増加要因は仕入債務の

増加６億５千６百万円、税引前四半期純利益３億２千３百万円、その他の増加８千万円によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動に使用した資金は２千５百万円（前年同期は９百万円の資金使用）となりました。この内、主なものは事

業活動に必要な有形固定資産の取得による支出２千４百万円によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　特段の動きはありません。

 

　　なお、当第３四半期累計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は前事業年度末に比べ５億１千７百

万円増加し、19億１千５百万円となりました。

　　当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と増減の要因は以下のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動で獲得した資金は６億９千４百万円（前年同期は６億１千９百万円の資金獲得）となりました。資金の主

な増加要因は売上債権の減少14億９千９百万円、税引前四半期純利益１億４千９百万円であり、資金の主な減少要

因は法人税等の支払額３億５千１百万円、未成工事支出金の増加３億２千万円、賞与引当金の減少１億７千万円、貸

倒引当金の減少１億３千９百万円によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動に使用した資金は７千８百万円（前年同期は６千３百万円の資金使用）となりました。この内、主なもの

は事業活動に必要な有形固定資産の取得による支出７千１百万円によるものであります。
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　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動に使用した資金は９千８百万円（前年同期は８千８百万円の資金使用）となりました。この内、主なもの

は配当金９千８百万円の支払いによるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　　当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、４千３百万円であります。

　　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　当第３四半期会計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しについて重要な

変更はありません。

 

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　「キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。

 

（７）経営者の問題意識と今後の方針について

　　当第３四半期会計期間において、経営者の問題意識と今後の方針について重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,020,000

計 19,020,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,205,000 　5,205,000ジャスダック証券取引所

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

1,000株であります。

計 5,205,000 　5,205,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　  該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 5,205,000 － 866,350 － 753,385

 

（５）【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、従来から当社の大株主である中川哲央氏及びその共同所有者である有限会社 

 　　　さくらオフィス、中川和子氏他２名から平成21年12月25日付けで関東財務局長に提出された変更報告書（大量保

　 　　有）及び大量保有報告書の写しの送付があり、該当者の株主名簿を確認しましたが、第67期第２四半期の四半期

　　　 報告書に記載した平成21年９月30日現在の大株主の状況から、異動はありませんでした。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） － － －　

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 30,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　 5,133,000 5,133 －

単元未満株式 普通株式　　　 42,000 － －　

発行済株式総数 5,205,000 － －

総株主の議決権 － 5,133 －

 

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ナカボーテック 東京都中央区新川2-5-2 30,000   －  30,000 0.58

計 － 30,000  －  30,000 0.58

　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 570 589 570 669 611 630 629 625 630

最低（円） 539 565 535 530 602 600 561 570 580

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）

に準じて記載しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20

年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを

受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社はありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 447,658 594,872

受取手形 ※4
 470,969 671,447

完成工事未収入金 2,377,620 3,176,760

売掛金 367,173 867,014

商品及び製品 340,468 265,504

未成工事支出金 ※3
 606,270 286,086

仕掛品 45 61

材料貯蔵品 72,991 83,182

繰延税金資産 200,967 200,967

関係会社預け金 1,467,573 803,110

その他 129,363 64,096

貸倒引当金 △68,297 △92,979

流動資産合計 6,412,803 6,920,123

固定資産

有形固定資産

建物 ※1
 227,927

※1
 226,266

その他 ※1
 258,750

※1
 259,833

有形固定資産合計 486,678 486,100

無形固定資産 31,751 34,564

投資その他の資産

繰延税金資産 350,356 346,833

その他 218,993 344,958

貸倒引当金 △25,103 △139,546

投資その他の資産合計 544,245 552,245

固定資産合計 1,062,674 1,072,910

資産合計 7,475,478 7,993,033

負債の部

流動負債

支払手形 ※4
 1,005,434 1,004,225

工事未払金 528,026 584,326

未成工事受入金 89,075 61,799

未払法人税等 76,801 345,509

完成工事補償引当金 7,346 7,777

工事損失引当金 ※3
 55,068 －

賞与引当金 110,000 280,000

役員賞与引当金 － 20,000

その他 333,011 336,430

流動負債合計 2,204,764 2,640,068
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

固定負債

退職給付引当金 609,255 619,938

役員退職慰労引当金 30,087 59,595

固定負債合計 639,343 679,533

負債合計 2,844,108 3,319,602

純資産の部

株主資本

資本金 866,350 866,350

資本剰余金 753,385 753,385

利益剰余金 3,029,578 3,065,781

自己株式 △16,284 △15,565

株主資本合計 4,633,028 4,669,951

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,657 3,480

評価・換算差額等合計 △1,657 3,480

純資産合計 4,631,370 4,673,431

負債純資産合計 7,475,478 7,993,033
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高

完成工事高 3,958,985 4,957,427

製品等売上高 1,809,501 1,275,214

売上高合計 ※2
 5,768,487

※2
 6,232,642

売上原価

完成工事原価 3,204,482 4,156,200

製品等売上原価 1,275,875 749,930

売上原価合計 4,480,358 4,906,130

売上総利益

完成工事総利益 754,502 801,226

製品等売上総利益 533,626 525,284

売上総利益合計 1,288,129 1,326,511

販売費及び一般管理費 ※1
 1,273,361

※1
 1,223,323

営業利益 14,767 103,187

営業外収益

受取利息 12,378 15,939

その他 12,515 9,969

営業外収益合計 24,894 25,908

営業外費用

投資有価証券評価損 439 －

その他 550 3

営業外費用合計 989 3

経常利益 38,672 129,092

特別利益

貸倒引当金戻入額 384 27,668

特別利益合計 384 27,668

特別損失

固定資産除却損 4,632 7,697

特別損失合計 4,632 7,697

税引前四半期純利益 34,423 149,063

法人税、住民税及び事業税 ※3
 19,555

※3
 73,844

過年度法人税等 － 13,107

法人税等合計 19,555 86,951

四半期純利益 14,868 62,112
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高

完成工事高 1,764,635 2,550,201

製品等売上高 690,513 358,072

売上高合計 ※2
 2,455,148

※2
 2,908,274

売上原価

完成工事原価 1,285,363 1,998,123

製品等売上原価 483,022 171,892

売上原価合計 1,768,386 2,170,015

売上総利益

完成工事総利益 479,271 552,078

製品等売上総利益 207,490 186,179

売上総利益合計 686,762 738,258

販売費及び一般管理費 ※1
 402,269

※1
 427,905

営業利益 284,492 310,352

営業外収益

受取利息 3,647 5,144

その他 3,414 3,413

営業外収益合計 7,062 8,557

営業外費用

投資有価証券評価損 439 －

その他 － 3

営業外費用合計 439 3

経常利益 291,115 318,907

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 6,552

特別利益合計 － 6,552

特別損失

固定資産除却損 4,203 1,521

特別損失合計 4,203 1,521

税引前四半期純利益 286,912 323,938

法人税、住民税及び事業税 ※3
 121,123

※3
 135,960

過年度法人税等 － 13,107

法人税等合計 121,123 149,067

四半期純利益 165,788 174,870
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 34,423 149,063

減価償却費 68,013 62,763

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23,796 △139,124

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 2,972 △431

工事損失引当金の増減額（△は減少） － 55,068

賞与引当金の増減額（△は減少） △150,000 △170,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,000 △20,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △69,935 △10,683

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,377 △29,507

受取利息及び受取配当金 △13,658 △16,986

固定資産除却損 4,632 7,697

売上債権の増減額（△は増加） 2,144,456 1,499,459

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,525,789 △320,184

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） △52,006 △64,757

仕入債務の増減額（△は減少） 42,838 △47,297

未成工事受入金の増減額（△は減少） 315,076 27,276

その他 46,236 46,873

小計 846,680 1,029,231

利息及び配当金の受取額 13,658 16,986

法人税等の支払額 △241,084 △351,308

営業活動によるキャッシュ・フロー 619,253 694,908

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △14,454 △3,675

有形固定資産の取得による支出 △38,582 △71,193

無形固定資産の取得による支出 △14,391 △3,963

貸付金の回収による収入 381 －

その他 3,200 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △63,846 △78,832

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △1,850 △719

配当金の支払額 △86,954 △98,108

財務活動によるキャッシュ・フロー △88,804 △98,827

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 466,603 517,248

現金及び現金同等物の期首残高 728,296 1,397,982

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,194,899

※
 1,915,231
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　会計処理基準に関する事項の変更 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負契約に係る収益の計上基準については、従来、全ての工事について工

事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企

業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１

四半期会計期間より適用し、第１四半期会計期間に着手した工事契約から、

当第３四半期会計期間末までの進捗部分について、成果の確実性が認めら

れる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。　

　これにより、当第３四半期累計期間の売上高は1,476,956千円増加し、営業

利益、経常利益及び税引前四半期純利益は、それぞれ182,223千円増加して

おります。

 

【表示方法の変更】

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期貸借対照表）

　1.「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令

　　第50号）が適用となることに伴い、前第３四半期会計期間において、「商品」「製品」として掲記されていたもの

　　は、当第３四半期会計期間は「商品及び製品」と一括して掲記しております。なお、当第３四半期会計期間に含ま

　　れる「商品」「製品」は、それぞれ200,700千円、139,767千円であります。

　

　２．前第３四半期会計期間において、流動負債の「その他」に含めて表示しておりました「未払法人税等」は、資産

　　総額の100分の１を超えたため、当第３四半期会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四半期会

　　計期間の流動負債の「その他」に含まれる「未払法人税等」は25,329千円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第３四半期会計期間末におけるたな卸高の算出に関して、実地たな卸を省

略し、第２四半期会計期間末に係る実地たな卸高を基礎として合理的な方法

により算定する方法によっております。　

　たな卸資産の簿価切下げに関して、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

 

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　減価償却の方法として定率法を採用している場合に、事業年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

 

３．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前

事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用

する方法によっております。

　

４．工事原価総額の見積方法　 　工事原価総額の見積りについては、当第３四半期会計期間末における工事原

価総額が、前事業年度末又は直前の四半期会計期間末に見積った工事原価総

額から著しく変動していると認められる工事契約を除き、前事業年度末又は

直前の四半期会計期間末に見積った工事原価総額を、当第３四半期会計期間

末における工事原価総額の見積額とする方法によっております。
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用につきましては、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しておりま

す。

 

【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　当第３四半期会計期間末において、損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積ることができる受注工事契約

が認識されたため、工事損失引当金を計上しております。

　

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額 1,157,232千円

 

※１．有形固定資産の減価償却累計額 1,182,150千円

 

　２．保証債務

財形持家融資制度及び住宅資金斡旋制度に基づく従

業員の銀行借入19,313千円に対し保証を行っており

ます。

 

　２．保証債務

財形持家融資制度及び住宅資金斡旋制度に基づく従

業員の銀行借入26,100千円に対し保証を行っており

ます。

※３．損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支

　

　　　出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示

　　　しております。損失の発生が見込まれる工事契約に

　　　係る未成工事支出金のうち、工事損失引当金に対応

　　　する額は23,826千円であります。

　

※４．四半期会計期間末日満期手形の会計処理について　　

　　　は、手形交換日をもって決済処理しております。

　　　なお、当四半期会計期間の末日は金融機関の休日

　　　であったため、次の満期手形が四半期会計期間末

　　　日残高に含まれております。 

　　　　　　　　　　―――――

　

　

　

　

 

　　　　　　　　　　――――― 

受取手形 11,030千円

支払手形 162,373千円
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（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

次のとおりであります。

(千円)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

次のとおりであります。

(千円)

従業員給料手当 592,508

賞与引当金繰入額 55,157

退職給付引当金繰入額 34,001

役員退職慰労引当金繰入額 12,912

貸倒引当金繰入額 27,902

 

従業員給料手当 590,810

賞与引当金繰入額 52,230

退職給付引当金繰入額 46,521

役員退職慰労引当金繰入額 10,555

　     

 

※２．当社の売上高は、主たる事業である建設事業におい

て、契約により工事の完成引渡しが第４四半期会計期

間に集中しているため、第１四半期会計期間から第３

四半期会計期間における売上高に比べ、第４四半期会

計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動

があります。

 

※２．当社の売上高は、主たる事業である建設事業におい

て、契約により工事の完成引渡しが第４四半期会計期

間に集中していること、また、工事原価が第３四半期会

計期間以降に多く発生する傾向があることにより、第

１及び第２四半期会計期間における売上高に比べ、第

３及び第４四半期会計期間の売上高が多くなる傾向が

あります。

 

※３．税金費用につきましては、簡便法による税効果会計

を適用しているため、法人税等調整額は「法人税、住民

税及び事業税」に含めて表示しております。

※３．　　　　　　　　　同左

 

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

次のとおりであります。

(千円)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

次のとおりであります。

(千円)

従業員給料手当 196,159

賞与引当金繰入額 55,157

退職給付引当金繰入額 11,333

役員退職慰労引当金繰入額 4,337

貸倒引当金繰入額 3,337

 

従業員給料手当 157,135

賞与引当金繰入額 52,230

退職給付引当金繰入額 15,307

役員退職慰労引当金繰入額 4,212

貸倒引当金繰入額　 37,752

 

※２．当社の売上高は、主たる事業である建設事業におい

て、契約により工事の完成引渡しが第４四半期会計期

間に集中しているため、第１四半期会計期間から第３

四半期会計期間における売上高に比べ、第４四半期会

計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動

があります。

 

※２．当社の売上高は、主たる事業である建設事業におい

て、契約により工事の完成引渡しが第４四半期会計期

間に集中していること、また、工事原価が第３四半期会

計期間以降に多く発生する傾向があることにより、第

１及び第２四半期会計期間における売上高に比べ、第

３及び第４四半期会計期間の売上高が多くなる傾向が

あります。

 

※３．税金費用につきましては、簡便法による税効果会計

を適用しているため、法人税等調整額は「法人税、住民

税及び事業税」に含めて表示しております。

※３．　　　　　　　　　同左
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

（千円）

（平成21年12月31日現在）

（千円）

　現金預金勘定 476,726

　関係会社預け金勘定 718,172

　　計 1,194,899

　預金期間が３ヶ月を超

える定期預金
－

　現金及び現金同等物 1,194,899

 

　現金預金勘定 447,658

　関係会社預け金勘定 1,467,573

　　計 1,915,231

　預金期間が３ヶ月を超

える定期預金
－

　現金及び現金同等物 1,915,231

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式 5,205,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式 31,718株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 98,316 19平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 895.25円 １株当たり純資産額 903.16円

 

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 2.87円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 12.01円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 14,868 62,112

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 14,868 62,112

期中平均株式数（千株） 5,175 5,173

　

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 32.03円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 33.80円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 165,788 174,870

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 165,788 174,870

期中平均株式数（千株） 5,175 5,173

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ナカボーテック(E00260)

四半期報告書

23/26



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月９日

株式会社ナカボーテック

取締役会　御中
 

あ ず さ 監 査 法 人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小長谷　公一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 三　浦　 勝 　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナカボー

テックの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第66期事業年度の第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナカボーテックの平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月８日

株式会社ナカボーテック

取締役会　御中
 

あ ず さ 監 査 法 人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小長谷　公一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 三　浦　 勝 　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナカボー

テックの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第67期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナカボーテックの平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期会計期間より工

事契約に関する会計基準を適用しているため、当該会計基準により四半期財務諸表を作成している。　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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